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所報（2023 年度）の刊行にあたり 

2023 年度の本センターは、所員・研究員・技術職員 54 名が所属しています。多く

の教員が学科に籍を置いているため、数百名の卒業研究生と大学院生と共に研究活動を

行っていることになります。昨年度は URA が 2 名配属になり、今年度は特定助教 1
名、特定助手 4 名を新メンバーとして迎えています。特定助教・特定助手は東海大学の

新制度であり、特定助教は学位取得 3 年以内の若手研究者、特定助手は博士課程学生で

す。また東海大学総合研究機構のプロジェクト研究 3 課題が走っています。 

特定助教・特定助手といった若手研究者の活躍に期待すると同時に、彼ら/彼女らの支

援は、研究所の最も重要な使命のひとつでです。今後も若手研究者の支援に取り組んで

まいります。

東海大学イメージング研究センター（株式会社ニコン、株式会社ニコンソリューショ

ンズとの産学連携共同利用施設）は、今年度も数多くの利用者をお迎えしました。本学

の共同利用施設としての役割を果たせるよう、引き続き運営を支援してまいります。

東海大学次世代研究創成拠点が 2023 年 1 月に設置されました。総合医科学研究所、先

進生命科学研究所、および当センターの 3 研究所から成る本学の新拠点として位置づけ

られています。研究の国際卓越性をさらに強化するために、大学執行部の直下に配置さ

れた研究拠点であり、当センターも様々な形で協力してまいります。

2023 年度は新型コロナウイルスの感染法上の分類が 5 類に下がり、研究活動がコロナ

前の状況にもどりつつあります。また、ChatGPT に代表されるように AI 関連技術が爆

発的に社会に浸透し始めた年でもあります。このような社会構造の急速な変化において

も、基礎研究に真摯に取り組み、最先端で独創的な研究成果を創出すること目指してま

いります。

研究成果紹介、研究業績（論文等や獲得研究費など）を本所報にて取りまとめていま

すのでご高覧下さい。

今後とも、本センターの活動にご理解を頂くと同時に、ご指導ご鞭撻のほどよろしく

お願い申し上げます。

  東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター 

所長 喜多 理王
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【最先端研究紹介】2 次元高分子ナノ材料の創製と医工学応用 (youtube.com)
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マイクロ・ナノ研究開発センター構成員（2023 年度）
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研究代表者 岡村陽介 マイクロ・ナノ研究開発センター/工学部 応用化学科 教授

稲津敏行 工学部 応用化学科 教授 

蟹江治 工学部 生物工学科 教授 

樋口昌史 工学部 応用化学科 教授 

樺山一哉 大阪大学放射線科学基盤機構放射線科学学際研究センター教授

冨田恒之 理学部 化学科 教授 
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新屋敷直木 理学部 物理学科 教授 

宮沢靖幸  工学部 機械工学科 教授 

福田紘大 工学部 航空宇宙学科航空宇宙学専攻 教授 

前田秀一  情報理工学部 情報メディア学科 教授 

砂見雄太 工学部 機械システム工学科 准教授 

窪田紘明 工学部 機械システム工学科 准教授 

次田将大 マイクロ・ナノ研究開発センター 特定助教

田嶋晃 マイクロ・ナノ研究開発センター 特定助手

加藤淳也 マイクロ・ナノ研究開発センター 特定助手

Jaiswal Jyoti  日本学術振興会 PD （槌谷研研究室） 

＜医理工融合メディカル研究チーム＞ 

研究代表者 木村啓志 マイクロ・ナノ研究開発センター/工学部生物工学科 教授

腰本裕之 マイクロ・ナノ研究開発センター 教授

秦野伸二 医学部 医学科基礎医学系 教授 

三橋弘明 工学部 生物工学科 准教授 

大友麻子 医学部 医学科基礎医学系 講師 

福田篤 医学部 医学科基礎医学系 講師 
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中村寛子 マイクロ・ナノ研究開発センター 特定研究員

後藤智美 マイクロ・ナノ研究開発センター 特定研究員

榛葉健汰 マイクロ・ナノ研究開発センター 特定研究員

＜分野融合ヘルスケア研究チーム＞ 

研究代表者 中川草   医学部 医学科基礎医学系 准教授 

笹川昇  工学部 生物工学科 教授 

池内眞弓  健康学部 健康マネジメント学科 准教授 

宮沢正樹  健康学部 健康マネジメント学科 准教授 

安田佳代  健康学部 健康マネジメント学科 講師 

佐々木海渡 理学部 物理学科 助教 

＜文理融合アート・サイエンス研究チーム＞ 

研究代表者 喜多理王  マイクロ・ナノ研究開発センター/理学部 物理学科  教授

秋山泰伸  工学部 応用化学科 教授 

北林照幸  理学部 物理学科 教授 

葛巻徹 工学部 機械工学科 教授 

山花京子  文化社会学部 アジア学科  教授 

吉田晃章 文学部 文明学科 准教授 

富田誠 教養学部 芸術学科 准教授 

Farhad Taghizadeh-Hesary 国際学部 国際学科 准教授 

荒砂茜   マイクロ・ナノ研究開発センター 講師 

野呂凱人  マイクロ・ナノ研究開発センター 特定助手 

兵藤悠太  マイクロ・ナノ研究開発センター 特定助手 

大窪秀彦  マイクロ・ナノ研究開発センター 研究員 

渡邉仁   マイクロ・ナノ研究開発センター 研究員 

粟野若枝  イメージング研究センター 学長室 技術職員

＜総合研究機構プロジェクト研究チーム 1＞ 

住吉秀明 医学部 医学科基盤診療学系 講師 

花井潮   医学部 医学科外科学系 准教授 

今川孝太郎 医学部 医学科外科学系 講師 

岡村陽介  マイクロ・ナノ研究開発センター 教授

喜多理王 マイクロ・ナノ研究開発センター 教授
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＜総合研究機構プロジェクト研究チーム 2＞ 

大友麻子 医学部 医学科基礎医学系 講師 

秦野伸二 医学部 医学科基礎医学系 教授 

永田栄一郎 医学部医学科内科学系 教授 

木村啓志  マイクロ・ナノ研究開発センター 教授

＜総合研究機構プロジェクト研究チーム 3＞ 

三橋弘明 工学部 生物工学科 准教授 

大塚正人 医学部 医学科基礎医学系 教授 

中川 草  医学部 医学科基礎医学系 准教授 

【研究紹介動画のご紹介】 

5. 岡村陽介 研究紹介動画 「未来の極薄絆創膏～高分子ナノ薄膜の設計と医用展開～」

【最先端研究紹介】2 次元高分子ナノ材料の創製と医工学応用 (youtube.com)
https://www.youtube.com/watch?v=JzKlgx27iek 

6. 中川草 研究紹介動画 ～遺伝情報を元に病気や環境を診る～

【東海大学最先端研究紹介】大規模塩基配列情報を活用したウイルスから哺乳類までの比較ゲノ

ム解析 (youtube.com)
https://www.youtube.com/watch?v=TR_C06DGCAY 

7. 木村啓志 研究紹介動画 ～マイクロ・ナノデバイス技術で未来の医療とバイオをデザイン～

【東海大学最先端研究紹介】医療・創薬のための生体模倣システムの開発

(youtube.com) 
https://www.youtube.com/watch?v=0ee2ecnIPiU 

8. 冨田恒之 研究紹介動画 【理学部教授の挑戦】光を操る無機化学者

【理学部教授の挑戦】光を操る無機化学者 (youtube.com)
https://www.youtube.com/watch?v=yJ0geOkmqwE
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東海大学イメージング研究センターの運営状況 

 2016 年 8 月に、本学と株式会社ニコン、株式会社ニコンインステックとの包括協定に

基づき「東海大学イメージング研究センター」が開設されました。学内外の皆様に設置し

たすべての機器を無料で活用いただいてきました。2019 年 8 月より、メンテナンス費用

や消耗品費などを受益者負担していただくことになり、1時間あたり数百円（機器毎に料

金は異なる）の利用料を頂戴しています（学外者、企業共同研究、企業様は別料金）。 

2022年度から、PCと OSおよびソフトフェア更新を行っています。これに伴いユーザー

利用環境の向上と持続的運営を可能とするための利用料金改定を実施しました。各装置数

百円（学内料金）の値上げとなりますが、ご理解の程よろしくお願い申し上げます。新料

金体系では、コロナの状況に対応することとユーザーの利便性向上のため、代理測定（オ

ペレーション費）を新設しました。 

装置利用件数（月次、各年度比較）、講習会受講者数、利用件数と利用時間、装置別利

用件数を以下に図示します。 
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東海大学イメージング研究センターホームページ 

https://www.ticar.u-tokai.ac.jp/ 
利用者登録や装置予約などはこちらから 
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研究成果紹介 

凝集比濁用担体への応用を指向した裁断化ナノファイバー分散体の創製 
 

横瀬 颯人 1・市原 直弥 1・岡村 陽介 1,2 

1 東海大学大学院工学研究科応用理化学専攻, 2東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター 

 
【緒言】高分子微粒子は、一般に熱力学的に安定な等方性の形状をとるが、異方性を有した形状に変形す

ることで、界面への接着性の向上や凝集反応の促進など、ユニークな特性を発現する[1]。我々は、新たな

形状の異方性微粒子の材料として、高分子ナノファイバーに着目した。ナノファイバーはナノレベルの直

径を有した繊維材料であり、主に不織布として幅広く応用されている[2]。本研究では、ポリスチレン(PS)
ナノファイバーを微細に裁断した新規異方性微粒子を調製する方法を提案する。さらに、その形状由来の

高い凝集特性を活かし、微粒子の免疫学的な凝集反応によって抗原を検出する方法[3]である凝集比濁法の

新たな担体としての応用を目指す。 
【実験方法】以下の手順にて裁断化ナノファイバー分散体を調製した。10 wt%の PS をジメチルホルムア

ミドに溶解し、電界紡糸にて PS ナノファイバーを得た。剥離回収後に、ポリビニルピロリドン(PVP)水溶

液中で超高速ホモジナイザーによる機械攪拌を 60 分間行い、ナノファイバーを裁断化した。更に、分散

安定性の向上と官能基の導入のため、ウシ血清アルブミン (BSA) 水溶液中に再分散して表面に BSA を物

理吸着させた。最後に、遠心精製にて分散媒を水置換し、裁断化ナノファイバー分散体を得た。得られた

分散体は電子顕微鏡にて撮像し、繊維径・繊維長を実測した。 
分散体表面への抗体結合及び抗原抗体反応による凝集試験を行った。分散体表面の BSA と抗体がもつア

ミノ基を標的としてジスルフィド架橋剤(SPDP)を反応させ、化学的に抗体が結合した分散体を得た。これ

と抗原を混合し、抗原抗体反応による特異的な凝集を惹起した。また、ナノファイバー分散体と同程度の

表面積を有する真球状 PS 微粒子を用いて同様の操作を行い、凝集能を比較した。 
【結果と考察】裁断されたナノファイバーは屈曲した棒状短

繊維の形状を有しており、水中に均一に懸濁していた(Fig. 
1)。電顕画像より繊維径・繊維長を測定したところ、それぞ

れおよそ 0.5 µm, 20 µm であった。この時、紡糸時の PS 濃度

を上昇させると繊維径は次第に太くなり、裁断時間を短縮す

ると繊維長は次第に長くなる傾向が確認された。よって、裁

断化ナノファイバー分散体は調製条件に依って大きさを任意

に制御可能である。 
ナノファイバー分散体に結合した抗体量は、192 ± 11 ng/cm2 

であり、ファイバー表面のおよそ 6 割を抗体分子が被覆していると概算できた。そこで、抗体を結合した

ナノファイバーおよび真球状微粒子分散体に抗原溶液を添加したところ、抗原抗体反応に由来する凝集塊

が確認された。続いて、広い濃度範囲の抗原溶液を添加した系について分散液を目視観察したところ、真

球状微粒子は約 300 ng～5 µg/mL の範囲で小さな凝集を確認した。一方、ナノファイバー分散体は約 40 ng
～10 µg/mL の範囲で凝集が確認された。さらに、ナノファイバー分散体は真球状微粒子よりも非常に大き

な凝集塊を形成しており、目視で明確に判別できるほど明瞭であった。これは裁断化ナノファイバー分散

体が嵩高く堆積する異方性由来の特性に起因するものと考えられる。以上より、ナノファイバー分散体は

真球状微粒子よりも低濃度かつ広範囲の抗原を検出可能であることを実証した。 

【参考文献】 
[1] Zhang H. et al. ACS Appl. Polym. Mater., 2020, 2, 3355-3364.  
[2] Matsumoto H. et al. Membranes, 2011, 1, 249-264.  
[3] J. A. Molina-Bolivari et al, J. Macromol. Sci. C, Polym. Rev., 2005, 45, 59-98. 
  

10 µm

(b) φ = 0.5 ± 0.1 µm
L = 20 ± 10 µm

(a)

Fig. 1 (a) Macroscopic and (b) SEM images 
of fragmented PS nanofibers. 
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撥水性ナノ薄膜の大量調製法の確立と生体組織の深部イメージング 
 

内田 頼 1・平塚 達也 2・青木 拓斗 3・岡村 陽介 1,2,3,4 
1 東海大学大学院工学研究科応用理化学専攻, 2東海大学工学部応用化学科,  

3 東海大学大学院総合理工学研究科, 4東海大学マイクロ･ナノ研究開発センター 
 

【緒言】高分子薄膜の膜厚を 100 nm 以下に加工するとナノ厚特有の高接着性が発現し、反応性官能基や

接着剤を使用することなく物理吸着のみで種々の界面に対して貼付できる[1]。この特性を活用し、撥水性

高分子からなるナノ薄膜を用いて生体組織をラッピングすると、観察時に生じる乾燥やブレが抑制され、

高解像度のイメージングが可能になる[2,3]。現在、撥水性ナノ薄膜の調製法としてスピンコート法が提案さ

れている。この方法は、均質なナノ薄膜が調製可能であり高い膜厚制御性を有する利点があるものの、生

産性に乏しいため大量調製法の確立が急務である。本研究では、大面積かつ連続的に調製可能であるロー

ル・ツー・ロール方式を活用した撥水性ナノ薄膜の大量調製法を確立し、生体組織イメージングツールへ

の応用の可能性を探る。 
【実験方法】ロール・ツー・ロール方式は以下の工程で行った。µコーター (µ-coater350, 廉井精機社製)を
用いて、ポリビニルアルコール水溶液 (PVA, 4.0 wt%)をポリプロピレンフィルム (PP, 25A-KW37, 東レ社

製, 幅: 10 cm, 長さ: 100 m)に塗工 (搬送速度: 1.0 m/min) し、犠牲膜とした。次いで、フッ素系高分子溶液 
(CYTOP, CTX-809SP2, AGC 社製, 1.5 wt%)を PVA-PP フィルム上に塗工 (搬送速度: 2.0 m/min)した。得られ

たフィルムを純水に浸漬させて CYTOP ナノ薄膜を剥離、回収し、膜厚測定及び電顕観察した。また、ナ

ノ薄膜を SiO2 基板上に回収し、白色干渉顕微鏡 (BW-S507, ニコン社製)にて表面粗さ解析した。このと

き、スピンコート法で得た同じ膜厚のナノ薄膜の表面粗さも解析し、比較対照とした。これらの結果を踏

まえて、機能評価として生体組織イメージングを行った。透明化試薬 (LUCID, Rapi clear)にて透明化を行

ったマウスの脳切片に、蛍光入りポリスチレン (PS)フィルム (Thickness : ca. 1 µm)を貼付した。その後、

純水中で剥離したナノ薄膜の上に置き、上からガラス基板 (Φ: 25 mm)を乗せた。ナノ薄膜でガラス基板

を覆ってからガラス基板ごと脳切片を回収し、共焦点レーザー顕微鏡 (レンズ: 油浸, 倍率: 60×, 作動距

離: 120 µm)にてラッピング面から 400 µm の深さまで観察を行い、PS フィルムから観察が可能な深さの確

認を行った。 
【結果と考察】ロール・ツー・ロール方式により PVA 水

溶液、CYTOP 溶液の順で塗工したフィルムを純水に浸漬

したところ、犠牲層が溶解し、CYTOP ナノ薄膜が剥離・

回収できた。この CYTOP ナノ薄膜を電顕観察したとこ

ろ、CYTOP の塗工濃度 1.5 wt% (膜厚: 134 nm)にて欠損の

ないナノ薄膜であることを確認した (Fig. 1)。また、表面

粗さ解析したところ、スピンコート法と比較して算術平均

粗さ Ra及び最大高さ Rz の値はどちらも増加していた。し

かしながら、ナノ薄膜の粗さは数 nm レベルである 
ことから、十分に高い平滑性が得られていると考えられる。したがって、ロール・ツー・ロール方式を活

用して、欠損がなく平滑性の高い撥水性ナノ薄膜の調製に成功した。 
 ロール・ツー・ロール方式にて調製した CYTOP ナノ薄膜をラッピングしたマウスの脳切片の in vitro イ

メージングを行ったところ、観察時のブレや乾燥が抑制されて高解像度のイメージングに成功した。ま

た、カバーガラスを介して観察したところ、150 µm 付近までの神経細胞を観察することができたが、その

上部では神経細胞が縦伸びになる画像劣化が生じた。これは、カバーガラスと対物レンズが衝突したため

である。一方、CYTOP ナノ薄膜を介して観察することでカバーガラスの厚み相当作動距離が向上し、300 
µm 付近まで高解像度に撮像可能となった。以上の結果から、ロール・ツー・ロール方式にて大量調製し

た CYTOP ナノ薄膜においても、生体深部カバーガラスフリーイメージング用ツールとして応用できる可

能性を実証した。 
【参考文献】 
[1] Y. Okamura et al. Adv. Mater. 21 (2009): 4388-4392. [2] H. Zhang et al. Adv. Mater. 29 (2017): 1703139. [3] H. 
Zhang et al. PLoS ONE 15 (2020): e0227650.  

Fig. 1 (a) Macroscopic and (b) SEM images of 
freestanding CYTOP nanosheet detached from a 
PP film by Roll-to-Roll coating at a CYTOP 
concentration of 1.5 wt%. 
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オンチップポンプ型多臓器生体模倣システムを用いた薬剤性肝障害評価 
 

榛葉 健汰 1，中村 寛子 1，木村 啓志 1,2 
1 東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター， 2 東海大学工学部生物工学科 

 

１．緒言 

創薬プロセスにおける新規医薬品候補化合物の薬効・副作用とそれに関わる臓器間相互作用を評価する新たな手法として、

Microphysiological system (MPS)が注目されている。これまでに提案されている MPS は、灌流培養を実現するためにペリスタリ

ックポンプや空気圧の負荷、デバイスを傾けた際に生じる圧力差を利用して培養液を送液している[1, 2]。しかしながら、これらの方

法では操作の煩雑さや化合物の吸着をはじめとする初歩的な問題を抱え、創薬プロセスへの応用に向けて未だ発展の途上に

ある。そこで、我々は、住友ベークライトと共同で簡便に灌流培養が可能なオンチップポンプ型多臓器生体模倣システム(KIM-

Plate; Kinetic-pump Integrated Microfluidic Plate)を開発し、iPS 由来小腸細胞とキメラマウス由来肝細胞の共培養による相互作

用を検証することで、共培養系としての有用性を示した[3]。しかし、薬効・毒性評価試験系としての KIM-Plate の有用性は十分に

検証されておらず、創薬応用に向けて従来の細胞アッセイ系に対する優位性を示すことが求められている．本研究では、薬剤の

代謝を担う肝臓に着目し、薬剤性肝障害の評価試験系としての KIM-Plate の有用性の検証を目的としている。 

 

２．オンチップポンプ型多臓器生体模倣システム 

KIM-Plate は、二つのウェル型の培養部とそれらを繋ぐマイクロ流路で構成されている(Fig. 1)。マイクロ流路にはスターラ式ポ

ンプが集積されており、デバイスの外部より磁気を用いて回転子を回転させることで培養液を灌流することが可能である。培養部

を 24well プレートと同じ形状にすることで、ユーザーは従来の培養器具と同様の使用感で本デバイスを利用することができる。

本デバイスは、薬剤の吸着を低減するため、ポリスチレン製の流路層と培養部となる層を接着することで作製した。また、スターラ

式ポンプを簡便に制御するために、6 つのスターラモータを集積したスターラベースを開発した。 

 

 

 

3．反復投与試験 

本実験では、薬剤性肝障害の評価試験系としての KIM-Plate の有用性を評価することを目的とし、キメラマウス由来のヒト肝

細胞である PXB 細胞(Phoenix Bio)に対するアセトアミノフェン(APAP)の反復投与試験を実施した。PXB 細胞は、Cell desk®上

に播種し、24 well plate 内で前培養した。24 well plate と KIM-Plate の細胞数あたりの培養液量を揃えるため、KIM-plate の両

方の培養チャンバに PXB 細胞を導入し、0、 1、 5、 10 mM に調整した APAP に二週間曝露した。 

培養 4 日後の培養液中に含まれる Alanine transaminase (ALT)は、24 well plate と KIM-Plate 共に APAP なしに比べて 10 

mM APAP で有意に増加した (Fig. 2)。また、KIM-Plate では、5 mM においても ALT 量が増加する傾向が見られた。肝障害を

Figure 1: Schematic diagram of Kinetic-pump integrated 
microfluidic plate (KIM-Plate). 
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示す代表的な酵素である ALT の増加は APAP によって PXB 細胞が障害を受けたことを示している。5 mM で ALT 量の増加

が見られたことから、KIM-Plate を用いることで従来の培養系よりも高感度に肝障害を検出可能であると示唆された。 

 
 

 

 

4．結言 

本研究では、KIM-Plate を用いて、肝モデルに対する APAP の反復投与試験を実施した。ALT 量の評価結果から、KIM-

Plate を用いることで高感度な薬効・毒性試験が可能になると示唆された。今後は ALT だけでなく複数のアッセイ結果をもとに薬

剤性肝障害の評価系としての KIM-Plate の有用性の検討を進める。 

 

参考文献 

1) D. W. Lee et al., Biotechnology and Bioengineering, 116, 12 (2019) 
2) T. Satoh et al., Lab on a Chip, 18, 1 (2017) 
3) K.Shinha et al., micromachines, 9, 12 (2021) 
 

  

Figure 2: Evaluation of Hepatotoxicity from APAP Exposure. All 
data were normalized to 0 mM for each culture condition. Asterisks 
indicate significant differences by the unpaired Tukey HSD test. (*** 
P < 0.005).  
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ルードヴィッヒ・ソレー効果を利用した混合流体分離デバイスの 
大容量化に向けた研究 

 
 高尾 祥大 1，竹内 真優 2，喜多 理王 2,3，木村 啓志 1,3,4 

1 東海大学工学部機械工学科，2 東海大学大学院理学研究科物理学専攻， 
3 東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター, 4 東海大学工学部生物工学科 

 
 

1．緒言 
 トリチウムは水素の放射性同位体であり，水素と化学的性質が非常に近いため，多核

種除去設備による分離が困難となっている．トリチウムと水の分離方法の候補はいくつ

か挙げられ，例として水素を添加した酸化マンガン(PMOS)粉末による分離方法(1)などが

あるが，現時点ではいずれの方法も実用化が困難である．そこで当研究グループではル

ードヴィッヒ・ソレー効果を利用した混合流体分離デバイスの確立を目指して研究を行

ってきた．ルードヴィッヒ・ソレー効果とは流路内に安定した温度勾配を与えることに

よって，内部の混合流体が温度勾配をドライヴィングフォースとして安定した濃度勾配

を形成する物理現象である(2)．しかし，これまでの手法は，単位時間あたりの処理量が

少ないという課題を有していた．本研究では大容量化による回収時間の短縮と，分離に

よって形成される濃度差の両立による分離効率向上のための検討を目的とした．今年度

は，竹内が開発したver.2022(3)に対して，流路形状を変更した大容量分離デバイス

ver.2023の機能評価実験について検討を実施した． 
 

 
2．大容量分離デバイスver.2023 

 大容量分離デバイスver.2023は，ver.2022の上下層流路を，回収口がデバイスの中心に

設置される形状に変更した．これにより，デバイス内部を流れる流体を分岐部分から回

収口へと均一な流速で送液できることが期待できる．ver.2022とver.2023の流路形状を

Fig.1に示す． 

 
 

Fig.1 Flow channel geometry model of large capacity separation device ver.2022 and ver.2023. 
 

 
3．温度差付与時間依存性評価実験 

 大容量分離デバイス ver.2023 の機能を評価することを目的として，実際に温度差を付

与して分離実験を行なった．本実験セットアップはサンプル溶液から脱気ポンプ，脱気

ポンプから送液ポンプ，送液ポンプから分離デバイスに接続され，分離デバイスの上下

に温度勾配付与のためペルチェ素子が取り付けられている．大容量分離デバイス

ver.2022 と ver.2023 を使用し，温度差付与時間 1min，2min，3min，4min，5min で実施

した．温度差付与時間は分離デバイス内を流れる流体の流量を変更することで調節し
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た，中心温度は 25℃で，温度差は中心温度±7℃とし，流体を流してから温度差が安定

した後に，上層側と下層側でそれぞれ 3 回ずつサンプル溶液を回収した．サンプル溶液

は，ソレー係数が大きく濃度差を確認しやすいメチルβシクロデキストリン水溶液の濃

度 1wt%を使用して実験を行った．実験結果として各温度差付与時間で 3 回ずつ回収し

たサンプルの濃度差の平均を出してプロットした図を Fig.2 に示す．Fig.2 は本実験で使

用した大容量分離デバイス ver.2023 と大容量分離デバイス ver.2022 で同じ実験条件で実

施し，結果を比較したものである．結果として，大容量分離デバイス ver.2023 は温度差

付与時間 2min までは濃度差が増加し，2min 辺りから頭打ちとなった．また，大容量分

離デバイス ver.2023 の濃度差は大容量分離デバイス ver.2022 と比較すると，各温度差付

与時間において平均 35%上回る結果となった．以上のことから最適な温度差付与時間は

2min~3min であり，大容量分離デバイス ver.2023 は分離性能が向上したことが確認でき

た．  
 

 
Fig.2 Temperature difference application time dependence of concentration difference. 

 
 

4．結言 
本研究では，大容量化による回収時間の短縮と，分離によって形成される濃度差の両

立による分離効率向上のための検討を目的として，大容量分離デバイス ver.2023 の概

要，温度差付与時間依存性評価実験ついて報告した．大容量分離デバイス ver.2023 は大

容量分離デバイス ver.2022 と比較して，形成される濃度差が増加したため分離効率が向

上した．今後は，濃度差の温度差依存性について評価することと，重水やトリチウム水

を用いた性能評価実験を進める予定である． 
 

 
参考文献 

(1) H. Koyanaka et al., Extracting Tritium from Water Using a Protonic Manganese Oxide Spinel, 
Separation Science and Technology 50, 2142-2146 (2015). 

(2) K. Eguchi et al., Thermophoresis of cyclic oligosaccharides in polar solvents, Eur. Phys. J. E 39, 
article number 86 (2016).   

(3) 竹内 真優 et al., 東京電力福島第一原子力発電所汚染水処理に向けた水素同位体分離デバイスの

開発，2023 年度卒業論文，東海大学理学部物理学科. 
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ヒト iPSCs由来運動神経細胞の共培養に適した 

マイクロ流体デバイスの開発 
村上裕太 1，汪冰冰 1，西島恵子 2，大友麻子 2,3，秦野伸二 2,3，木村啓志 2,3 

 
1 東海大学工学部機械工学科，2 東海大学医学部分子生命科学, 3 東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター 

 
筋萎縮性側索硬化症（Amyotrophic Lateral Sclerosis: ALS）は，上位及び下位運動ニューロン

が選択的に変性脱落する進行性の神経変性疾患である 1)．近年，マウスなどの実験動物とヒトとの

種差を考慮し，ALS 研究にはヒトの人工多能性幹細胞（induced Pluripotent Stem Cells: iPSCs）
由来下位運動ニューロン（Lower Motor Neurons: LMNs）が用いられている．我々は，これまで

に ALS の発症機序を解明するために，ヒト iPSCs 由来 LMNs の培養と評価が可能なマイクロ流

体デバイスを開発した 2)．さらに、それを用いた LMNs と上位運動ニューロン（Upper Motor 
Neurons: UMNs）や骨格筋細胞との共培養による，より生理的な ALS 細胞モデルの構築を目指

してきた．このデバイスは，2 つの細胞培養区画の間を全長 1000 µm のマイクロスリットで繋ぐ

構造で，一方の区画に面するスリット幅を狭くすることにより，その区画からスリット内ともう一

方の区画への神経細胞の侵入防止と LMNs の極性管理を可能としているものである(Fig. 1)．しか

し，もう一方の区画からスリット内への細胞体の侵入を防止できないことが，2 種類の細胞を共培

養する上で大きな課題となっていた．本研究では，この課題を解決するために，2 つの培養区画に

おいて細胞体のマイクロスリット内への侵入を防止すると同時に，神経細胞の極性管理を可能と

するようなマイクロスリットを有する新たなデバイスの開発に着手した．具体的には，2 つの培養

区画を繋ぐマイクロスリットの幅や高さを制御することによって，スリット内への細胞体の侵入

防止と神経細胞の極性管理が可能であるかを検証するため，マイクロスリットの形状が異なる複

数のプロトタイプのデバイスを作製した(Fig. 2) (Table.1)．これらの検討の結果、共培養に適した

スリットの形状を確立した。今後はこのスリット形状を搭載したマイクロ流体デバイスの開発を

進める．  

 
Fig. 1 神経極性制御デバイス：(A) デバイス概要， 

(B) デバイス断面図(区画寸法：幅 1,500 μm，高さ 180 μm， マイクロスリット：長さ 
1,000 μm，高さ 4.0 μm)，（C）マイクロスリット拡大図，（D）マイクロスリット断面

図 
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Fig.2 検討中のマイクロスリットデザイン 

 
Table.1 検討中のマイクロスリット寸法 

           
 

参考文献 

 
1) Piera Pasinelli and Robert H. Brown: Molecular biology of amyotrophic lateral sclerosis: 

insights from genetics, Nature Reviews Neuroscience. 7, pp.710-723(2006) 
 
2) 村松優作,“マイクロ流体デバイスを用いた ALS疾患神経細胞の評価“令和 3年度学士論文，東海

大学工学部機械工学科 
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内部構造が異なるコラーゲンスポンジの誘電緩和による解析 
石山 泰成 1) , 佐々木 海渡 2,3) , 岡村 陽介 3,4), 喜多 理王 1,2,3)  

新屋敷 直木 1,2,3), 住吉 秀明 5,6), 稲垣 豊 5,6) 

 
1)東海大学大学院理学研究科物理学専攻，2)東海大学理学部物理学科,  

3)東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター, 4)東海大学工学部応用科学科, 
5)東海大学医学部先端医療学科, 6)東海大学大学院マトリックス医学生物学センター 

 

【緒言】 
人工真皮は重度の火傷など、広範囲に皮膚を欠損する創傷を負った際に再生医療として

用いられる人工の組織充填材である。住吉らが開発した｢2 重成型法」は用いて作製した

新型人工真皮モデル（新型スポンジ(F1.0)）[1,2]は、ハニカム構造の内腔に繊維状コラー

ゲンが収容されている。結果、従来のハニカム構造を含む多孔質コラーゲンスポンジ(多
孔質スポンジ)よりも吸水性を有し、組織充填材への宿主細胞の迅速な侵入が可能であ

り、治療期間を短く抑えることができる。本研究では、2 重成型法で作られたコラーゲ

ンスポンジと多孔質コラーゲンスポンジで誘電分光法を用い、不凍水や氷の動態解析を

行った。誘電緩和時間から得られる氷や不凍水の動態は、コラーゲンの構造や性質を写

す鏡として利用することが可能であり、コラーゲンと水分子との相互作用解析から生体

適合性などに関する情報を得ることを目的とした。 
 
【実験手法】 
実験には新型スポンジ(F1.0)[1,2]と骨格のみで

形成された多孔質スポンジ[1]を用いた。誘電緩

和測定は Alpha-Analyzer(Novocontrol 社)を用

い、温度範囲 123~293 K にて 5 K 刻みで昇温

し、周波数範囲 10 mHz~10 MHz で測定を行なっ

た。含水率はそれぞれ 79.5 %に調製した。 
 
【結果および考察】 
  図 1 に得られた誘電損失の周波数依存性を示

す。図１から多孔質スポンジと新型スポンジ

(F1.0)とで、異なるスペクトルを示すことがわか

る。223 K の時に多孔質スポンジでは数 kHz に

ピークが確認され、温度の低下に伴い、低周波

側にシフトしていく様子が確認された。同様に

新型スポンジ(F1.0)でも 223 K 数 kHz にピークが

見られたが、多孔質スポンジと比較すると非

常にブロードであり、若干低周波側にシフト
図 1. 多孔質スポンジと新型スポンジ

(F1.0)の誘電損失の周波数依存性。 
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している。さらにどちらの測定結果も温度を下げていくに従い、複数のピークが観測

された。 
 図 2 に誘電緩和測定で得られた緩和時間

の温度依存性を示す。 Ⅰ過程はゼラチン水溶

液で調べられた不凍水の緩和時間[3]と広い

温度範囲で重なったことから不凍水の緩和と

同定される。Ⅱ過程の緩和はバルクな Johari 
pure ice（■）[4]と類似の緩和時間の温度依存

性を示すことから、コラーゲンとの相互作用

が弱いバルク状態の水が存在し、素早く結晶

化した氷の緩和挙動であると考えられる。Ⅳ

過程は Auty pure ice[5]と近い傾きを示すこと

から、ゆっくりと結晶成長した氷であると

考えられる。多孔質スポンジではこの 2 種

類の氷が存在することが示唆され、これは

多孔質スポンジが持つ空間による影響だと考えられる。新型スポンジ(F1.0)で観測され

たⅢ過程は多孔質スポンジで観測されたⅡ過程とⅣ過程の間の緩和時間で観測された

ことから、Ⅱ過程とⅣ過程の間の速度で結晶化した氷であると考えられる。実際に新

型スポンジ(F1.0)は多孔質内に繊維状コラーゲンが収容された構造を有している[1,2]。
よって、新型スポンジ(F1.0)では 1 種類の氷しか観測されなかったと考える。Ⅴ過程は

過去にアルブミン水溶液の測定で得られた、凍結濃縮が起こり、濃厚ドメイン内にお

けるアルブミンと不凍水の協同運動[6]と近しい緩和時間にある。しかし今回測定した

コラーゲンスポンジは水に溶けていない。今後は水分含量の依存性のデータを増や

し、Ⅴ過程がコラーゲン由来に関する緩和なのか明らかにしていきたい。 
氷の動態は、コラーゲンの構造や性質を反映する。よって本研究では、内部構造が

違うコラーゲンスポンジを用いた結果、それぞれのコラーゲンスポンジで氷が異なる

振る舞いを示すことが明らかになった。 
 

【参考文献】 
1) Hideaki Sumiyoshi, et al. Advances in Wound Care, 2019, 9, 6, 295-311. 
2) 住吉秀明，稲垣豊，公開特許 特開 2022-055185. 
3) Kaito Sasaki, et al. The Journal of Physical Chemistry B, 2017, 121, 1, 265-272． 
4) G. P. Johari, et al. The Journal of Chemical Physics, 1981, 75, 1333. 
5) R. P. Auty, et al. The Journal of Chemical Physics, 1952, 20, 1309-1314. 
6) Naoki Shinyashiki, et al. The Journal of Physical Chemistry B, 2009, 113, 43, 14448-14456. 
 
 
  

図 2. 多孔質スポンジと新型スポンジ

(F1.0)の誘電緩和時間の温度依存性。 
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ポリスチレン(PS)-ポリブチルメタクリレート 
マルブロックコポリマー超薄膜の分子ダイナミクス 

 
石山 泰成 1) , 張宏 2,3), Glenn K.K. Clothier 4), Thiago R. Guimarães 4), 佐々木 海渡 3,5), 

岡村 陽介 3,6), 喜多 理王 1,3,5), 新屋敷 直木 1,3,5), Per B. Zetterlund 4) 
 

1)東海大学大学院理学研究科物理学専攻，2)School of chemical Engineering and Technology, 
Tainjin University, 3)東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター, 4) Cluster for Advanced 

Macromolecular Design, School of Chemical Engineering, The University of New South Wales, 5) 東海大学

理学部物理学科, 6) 東海大学工学部応用化学科 
 
【緒言】 
ブロック共重合体とは２種類以上の化学

的に異なるポリマーが共重合でつながった

ポリマーであり、複数のブロックからなる

ものをマルチブロック共重合体と呼ぶ。誘

電緩和測定は、ガラス転移温度に関連した

主鎖のセグメント運動に起因する遅い α 緩

和だけでなく、側鎖のフリップ運動や他の

局所的な分子運動に起因する速い β 緩和や

γ 緩和（存在する場合）も調べることがで

きる。本発表では、誘電緩和測定を用いた

バルクから超薄膜までのポリスチレン(PS)-ポリブチルメタクリレート(PBMA)のマルチ

ブロックコポリマーの分子ダイナミクスについて報告する。本研究で用いた PS と

PBMA は混ざり合うことができないため、これらをブレンドさせ作製した超薄膜は、図

1a)のようなマクロサイズの相分離構造を形成する[1]。しかし PS と PBMA が共重合して

できたジブロックコポリマー(PS400-b-PBMA400)は、図 1b)のようなミクロ相分離構造を形

成する[1]。 ミクロ相分離構造では、バルクな領域が小さくなり、界面が支配的になる

と考えられる。本研究では誘電緩和測定を用いて、厚さによる閉じ込め効果と相分離構

造による閉じ込め効果による PS-PBMA マルチブロックコポリマー界面の分子ダイナミ

クスを明らかにすることを目的とした。 
  

【実験手法】 
ホモポリマーPBMA800、ジブロックコポリマー(PS)400-(PBMA)400 を実験に用いた。誘

電緩和測定は各サンプルをアルミニウム電極で挟んで測定を行った。バルクなホモポリ

マーとジブロックコポリマーのフィルムの平均膜厚はそれぞれ 7.653、2.320 μm であっ

た。薄膜の平均膜厚はそれぞれ 36、24 nm であった。それぞれ 150 ℃で 10 時間以上ア

ニーリングを行なってから、誘電緩和測定を行った。装置は Alpha-Analyzer (Novocontrol

図 1. a) PS/PBMA ブレンド超薄膜の

AFM 画像[1]。 b) PS400-b-PBMA400 超

薄膜の AFM 画像[参考文献 1 より]。 

a) b) 
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社)を用い、温度範囲-50~140 ℃を昇温 5 ℃刻み、周波数範囲 10 mHz~10 MHz で測定を行

なった。 
 

【結果および考察】 
バルクと超薄膜でホモポリマーとジブロ

ックコポリマーの α 緩和(PBMA 由来)の温

度変化について解析を行った。図 2 は、そ

れぞれのサンプルで観測された α 緩和の

ピーク位置に対して正規化した誘電損失

スペクトル(10 kHz)の温度変化を示した。

バルクフィルムで、ホモポリマーとジブロッ

クコポリマーの誘電損失スペクトルを比較

すると、ジブロックコポリマーの方が高温

側の傾きが緩やかになっている。これは

PBMA よりも動きにくい PS が共有結合し

たことによる影響であると考えられる。実

際に AFM を用いた先行研究ではブレンド

超薄膜は相分離ドメインサイズが 80 nm 程

度に対して、ジブロックコポリマー超薄膜は

40 nm 程度であった[1]。また算術的平均粗さはブレンド超薄膜では 0.578 nm に対し、ジブロ

ックコポリマー超薄膜は 0.181 nm と大きく平滑性が増した[1]。これらのことからジブロックコポ

リマーはブレンドの状態よりも PS と PBMA が強く相互作用している可能性が示唆され、分子

運動にも影響を及ぼしていると考えられる。次にバルクと超薄膜の比較を行う。ホモポリマー

では超薄膜の方が低温側の傾きが緩やかになっている。これは高分子超薄膜では分子の運

動性が向上することが示唆されており、[2,3]その影響が観測されたと考えられる。一方でジブ

ロックコポリマーは、超薄膜の時に α 緩和の温度変化が高温側、低温側どちらにもブロード化

する傾向が得られた。これはジブロックコポリマーが熱的平衡な相分離構造になっていないこ

とが要因だと考えられる。高分子超薄膜では、高分子が安定な構造をとった時に起こる結晶

化が抑制されることが示唆されている[4]。本サンプルは十分にアニーリングを行ったが、熱的

平衡な構造を形成するための高分子鎖の移動が制限された影響で、PS の影響を強く受け運

動性が低下した PBMA の存在や、PBMA リッチな構造を取り、超薄膜の影響を受け運動性

が増加した PBMA が存在することが示唆された。ジブロックコポリマー超薄膜の分子ダイナミ

クスはバルクと超薄膜状態で大きく異なる性質を示したため、今後はバルクと超薄膜で AFM
測定を行い、相分離ドメインサイズと分子ダイナミクスの関係について明らかにしたい。 
【参考文献】 
1) Zhang, H. et al. Polymer 2022, 240, 124466. 
2) Fukao, K. et al. Physical Review E 2000, 61 (2), 1743-1754. 
3) Serghei, A. et al. Physical Review E 2003, 91 (16), 165702. 
4) D. E. Martínez-Tong, et al. Macromolecules, 2014, 47, 2354-2360. 

図 2. バルクと超薄膜のホモポリマーと

ジブロックコポリマーの α 緩和(PBMA 
由来)のピーク位置に対して正規化した 
誘電損失スペクトル(10 KHz)の温度変化。 
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研究設備・機器の遠隔化・自動化の現状と課題 

 
荒砂 茜 

東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター 
 

1. 緒言 
研究設備・機器は、自然科学系の多くの研究を支える重要な研究基盤である。新型コロ

ナウイルスの感染拡大によって、我が国の多くの大学等研究機関は入講制限や研究活動

の自粛などを迫られた。研究設備・機器を用いたデータ取得等が重要となる研究分野に

おいては、学生・院生等の学位取得、ポスト獲得を目指す任期付若手研究者の研究活動

の大幅な遅延が懸念された。 
研究活動の制限が幾分緩和されてからは、研究設備・機器の遠隔制御化（以降、遠隔化

で統一）を開始する大学も見られ始め、文科省も令和 2 年 5 月に「先端研究設備整備補助

事業（研究活動再開等のための研究設備の遠隔化・自動化による環境整備）」、同年 12 月に

「先端研究設備整備補助事業（研究施設・設備・機器のリモート化・スマート化）」など、研究設

備・機器の遠隔化・自動化に関係する事業を行い、研究者がどこにいても研究設備・機

器を利用することができる環境の構築を支援した。 
一方、いわゆる After コロナとなった際に、事業等で立ち上げた設備・機器の遠隔機能を

どのように発展・展開していくかは課題である。本報告では、文科省の上記事業や設

備・機器の遠隔化・自動化の状況を紹介する。 
 
2. 文科省による研究設備の遠隔化・自動化に係る事業（先端研究設備整備補助事業） 
2.1 「研究活動再開等のために研究設備の遠隔化・自動化による環境整備」 
本事業は、各大学等が保有している共用の研究機器・設備に対して、遠隔利用や実験の自動化を推進

するための設備・機器の追加等を支援するものであった。応募機関は 91 機関に上り、「共用体制」

「利用ニーズ」「即効性」「事業の実施効果」の 4 つの観点に基づいた審査の上で、30 機関が採択され

た（国立大学 23 機関、公立大学１機関、私立大学３機関、高専１機関、大学共同利用機関２機関。

「文部科学省・令和 2 年度第 2 次補正予算「先端研究設備整備補助事業（研究活動再開等のための研

究設備の遠隔化・自動化による環境整備）」の採択機関の決定について」[1]より抜粋）。国立大学が 7
割以上を占める採択結果となり、私立大学は慶應義塾大学、早稲田大学、藤田医科大学の３機関とな

った。 
 

2.2「先端研究設備整備補助事業（研究施設・設備・機器のリモート化・スマート化）」 
本事業は、ポストコロナの研究環境の向上を目標に、研究機関等における基盤的及び先端的研究施設・

設備・機器のリモート化・スマート化を図るため、共用研究施設・設備・機器に対して遠隔利用や実験

の自動化を推進するための設備・機器の追加を支援するものであった。2.1 の事業と異なり、既存設備

の高度化だけでなく、リモート・自動化機能を有する新たな研究機器・設備を導入することが可能であ
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った。113 機関からの応募提案があり、「事業の実施方針」「共用体制」「事業の実施効果」「利用ニーズ」

の 4 つの観点に基づき 40 機関が採択された（国立大学 25 機関、公立大学１機関、私立大学４機関、

高専１機関、大学共同利用機関３機関、国立研究開発法人 4 機関、一般財団法人１機関、公益財団法人

１機関。「令和 2 年度第 3 次補正予算「先端研究設備整備補助事業（研究施設・設備・機器のリモート

化・スマート化）」の採択機関の決定について」[2]より抜粋）。2.1 の事業と重複して採択された機関は、

約半数の 22 機関であった。私立大学は慶應義塾大学、早稲田大学、藤田医科大学、立命館大学であり、

立命館大学以外は上記事業に続く採択となった。 
 

2.3「先端研究設備整備補助事業（研究施設・設備・機器のリモート化・スマート化）」

にて遠隔化・自動化された設備 
採択大学が遠隔化・自動化した設備の一部が文部科学省の「令和 2 年度第 3 次補正予算「先端研究設

備整備補助事業（研究施設・設備・機器のリモート化・スマート化）」の採択機関の決定について」の

WEB サイトに掲載されている[2,3]。WEB サイトに記載された設備は、各大学で導入した設備の一部

であるが、これを基に導入・高度化設備を表 1 にまとめた。 
 

表 1.「先端研究設備整備補助事業（研究施設・設備・機器のリモート化・スマート化）」に 
おいて遠隔化・自動化された設備 
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遠隔利用・自動化では、NMR、質量分析計、SEM を導入もしくは既存設備の高度化を図った大学が多

く見られた。特徴的な設備としては、自然科学研究機構の「すばる望遠鏡遠隔観測システム（遠隔利

用）」、海洋研究開発機構（高知コア研究所）の「NanoSIMS（遠隔利用・自動化）」などがあった。 
事業で比較的多く導入された設備のうち、オートサンプラーの併用が可能な NMR や質量分析計は自

動化と遠隔化をある程度達成でき、さらに利用者ニーズが高いため、導入の効果が高いと計画した機関

が多かったのではないかと推察する。一方、SEM はサンプルの設置や交換に技術職員のサポートが必

要であることなどから自動化は難しく、遠隔制御・利用のみがメインになると考えられるが、どの大学

でも利用者数が多く、利用者の所属部局の範囲も広い設備であるため、遠隔化の取り組みが進んだと見

られる。 
研究設備・機器の運営の現場では、いかに技術職員等の設備の利用に係る人材の作業コストを減らすこ

とができるかも大きな観点となっており、自動化と遠隔制御化をあわせて進めることができるかが大

きなポイントであったと思われる。 
 
3. 「先端研究基盤共用促進事業（コアファシリティ構築支援プログラム）」における研究設備・機器

の遠隔化の取組 
文科省は、 研究環境の向上のため、研究機関等の経営戦略に紐づいた研究基盤の導入・

更新・共用の仕組みを強化（コアファシリティ化）し、研究設備・機器のサポート・維

持管理に必要不可欠な技術職員の組織的な育成・確保を推進する「先端研究基盤共用促

進事業（コアファシリティ構築支援プログラム）」を令和 2 年度から開始し、公募の上

で採択となった 15 大学を支援している。 
研究基盤にかかる活動の DX に取り組む大学は見られたが、特に設備の遠隔化・自動化

に取り組んでいる大学として長岡技術科学大学がある。同大学は、文科省が実施した

「研究機器相互利用ネットワーク導入実証プログラム（SHARE）（コアファシリティ構

築支援プログラムより以前に実施された事業（本報告では詳細説明を割愛））」にも採

択されており、その事業で構築した全国の技科大と高専間での研究機器・設備の利用連

携を行う「技学イノベーション機器共用ネットワーク」を元とし、研究機器のコアファ

シリティ化や、研究開発力の向上および技術者育成に取り組んでいる。本事業には、令

和 5 年度の時点で豊橋技術科学大学と全国の 12 高専が参画しており、これら機関の約 90
台の設備を遠隔・DX 化している（文部科学省「全ての研究者に開かれた研究設備・機器

の実現へ〜研究機器と使いたい研究者をつなぐ「共用システム」構築事例〜（令和 5 年

度版）」[4]より）。同大学は、研究機器の遠隔・DX 化の推進において、機器の特性に

あわせて、現地サポートスタッフに試料セッティングを任せ、その後の利用は遠隔地の

利用者が単独で実施する「完全遠隔利用」と、現地サポートスタッフが試料のセッティ

ングと操作を行いながら、利用者は遠隔地から TV 会議システムなどを利用して協働で

分析を行う「半遠隔利用」を展開している[4]。遠隔の推進においては、しばしば上記の

ような完全遠隔と半遠隔、また自動化が混在して議論されることがあるため、同大学の
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ように定義の上で作業を進めることで余計な混乱が避けられる。「全ての研究者に開か

れた研究設備・機器の実現へ〜研究機器と使いたい研究者をつなぐ「共用システム」構

築事例〜（令和 5 年度版）」によると、設備 90 台のうち、約 50 台が半遠隔での利用が

可能で、残りは完全遠隔を実施しており、令和 4 年度の学内利用料収入・学外受託試験

収入はそれぞれ令和 3 年度に比較し、50%増、259%増となっている[4]。利用料収入の増

加はもちろんであるが、同プログラムは技科大と高専が連携し、それぞれが持つ研究基

盤を集約させ、高専の研究力・教育強化にも貢献するという特徴を持っている。それぞ

れの大学の特徴や経営・研究戦略を活かした独創性の高い研究基盤の取組が評価される

中、同大学の取り組みは特色と強みを発揮した好事例と言えるであろう。 
 
4. 設備の遠隔制御化・自動化における課題 

コロナ禍に一気に設備の遠隔化・自動化が進んだ中で、上記のとおり、技術職員の負担軽減に加えて、通常

では利用が限られる夜間や休日の設備利用が可能となるかも注目されていた。筆者らがファシリテーションを

実施したオンラインシンポジウム「研究基盤 EXPO2021 研究基盤協議会プレイベント」の企画 「これからの

研究基盤運営のポイント」（令和３年 1 月 29 日開催。参加者 136 名）において、「設備の遠隔制御化により、

夜間・休日の時間の設備の有効活用が可能になったか」について ZOOM のアンケート機能を使用しながら議

論を行った結果を以下に紹介する[5]。 

設備の遠隔化により、これまで設備の稼働が難しかった時間(例えば夜間・ 休日の時間)の有効活用が可能と

なったかの問いに対して、参加者のうち 73 名から回答があり、YES と答えたものは 15 名（21%）、NO と答

えた者は 10 名(13%) 、遠隔化していないと答えた者は 48 名(66%)であった。 なお、回答者は匿名であり、

所属機関も問いていないため、回答者の所属機関の重複等は考慮していない。 

15 名が夜間・休日等の利用が可能となったと答えた一方、遠隔設備の夜間・休日での利用の課題として、夜

間・休日の設備・機器利用のルールの設置や、技術職員が緊急対応にあたる場合の勤務体制・手当等の整

備が必要ではないかとする意見が寄せられた。各大学における技術職員の勤務体制にも依存するが、裁量労

働制が適用された職員が緊急対応にあたるなどの事例も参加者から紹介された。 

本議論はシンポジウム後も継続して行う予定であったが、一方で実験室の入室制限が年々緩和傾向にある

中、遠隔化だけでは利用のニーズは広がりにくく、自動化と遠隔化がセットであることが研究環境の向上に

益々必要になってきていると考える。 

 
5. 計測の自動化・遠隔化から計測データの取得までのスムーズな利用 
研究機器・設備の自動化・遠隔化において、これを達成した次は、遠隔制御で取得したデータをいかに

セキュアに取り出し、計測者が入手することができるかであった。計測データの多くは設備に接続され

た制御パソコンに格納される。セキュリティやソフトの更新等の背景から、このような制御パソコンは

インターネットへの接続を制限されることが多く、計測したデータは利用者が自ら制御パソコンに接

25



 
 

 
 

 

続しデータを取り出す、もしくは技術職員が利用者に代わってデータを取り出し、メールやクラウドを

利用して利用者に届けるというパターンが一般的であった。研究環境の改善においては、計測データの

遠隔地からの円滑な取得までがポイントとなることは言うまでもない。 
東海大学では、1990 年代から熊本キャンパス農学部と日立ハイテクフィールディング(株)が分析装置

の遠隔保守とクラウド活用によるデータの分析・利用の共同研究を行ってきた。これを本学の全国キャ

ンパスに拡大し、令和 5 年度に（株）日立ハイテク、（株）日立ハイテクフィールディング、（株）日立

ハイテクサイエンスとの共同実証実験を開始した。この事業の推進によって、全国のキャンパスに散在

する研究機器・設備の遠隔操作〜データ授受までのスムーズな利用による設備の利活用促進、また、研

究機器・設備の重複設置の軽減、技術職員が少ないキャンパスの設備の操作やメンテナンスを遠隔にて

他キャンパスの技術職員がサポートするなど、限られた財源・人材の有効利用が見込まれる。共同実証

実験は令和 6 年度も継続中であり、上記を達成するための課題の洗い出しと解決に向けて取り組んで

いる。 
 

6. まとめ 
コロナ禍において、国が研究機器・設備の遠隔化・自動化を支援したことは大きく、事業に採択された

大学では遠隔化・自動化は一気に進んだ。一方、遠隔化・自動化を達成できる設備は限定的であり、計

測においてはサンプルの入れ替えやデータの取り出し・送信など技術職員が現場で対応する必要があ

るものも多い。しかし、遠隔化が進んだことで、利用者と設備の設置機関の距離的な問題から今まで利

用が難しかったようなケースの克服や、新たなニーズの掘り起こしなどが可能となった。また、研究機

器・設備の高度化・大型化にあわせて操作やメンテナンスを担う人材が必須となってくるが、多くの大

学では未だに少数の技術職員で設備利用等を支えている状況である。本学はこれに加えてキャンパス

間の距離的な課題がある。本学のような全国にキャンパスを持つ大学においては、技術・知識を持つ技

術職員が他キャンパスの設備を遠隔で利用・メンテナンスサポートするようになることは大変効果が

ある。一方で、技術職員のこのような活動を後押しするためには、彼らの新たな活動・作業のルール化、

また高度な技術については評価とこれに伴う待遇改善などもあると、より良いパフォーマンスにつな

がると考える。また、技術職員の作業コストを軽減し、研究者への質の高い支援を実行するための時間

確保には、設備の遠隔化だけではなく、自動化の導入もセットで必要であり、そのための独自の技術開

発や資金投入も今後さらに積極的に進むことが期待される。 
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DOI: 10.18995/24352640.59.5 

2. 吉田晃章,鴨下真由,喜多理王,篠原聰,松前ひろみ,水島久光,山花京子 
2024 年 3 月 展示図録『古代アンデスの音とカタチー先端科学で解き明かす東海大学コレクショ

ンー』（東海大学文明研究所・松前記念館） 

3. 吉田晃章,森下矢須之,真世土マウ,伴祐子 

2024年 3 月 図録報告書 連携企画展『音の造形－古代アンデスの笛吹きボトル－』（東海大学文明研

究所・倉敷考古館） 

4. 吉田晃章 
2024 年 3 月 『公益財団法人倉敷考古館 笛吹きボトルＸ線 CT 調査報告』 

5. 荒井祐嘉, 小田切李沙, 佐々木海渡, 喜多理王, 伊藤建, 小田慶喜, 新屋敷直木 

“X 線回折測定による高分子水溶液中の氷結晶構造の濃度-冷却速度マップ”  

東海大学紀要 理学部, 59, 17-27, (2024). 

 

 

【招待講演等】 

＜医理工融合エンジニアリング研究チーム＞ 

1. Yuka Arai, Risa Otagiri, Kaito Sasaki, Rio Kita, Takeru Ito, Yoshiki Oda and Naoki Shinyashiki, “Study of 

Concentration-Cooling Rate Map of Ice in Aqueous Polymer Solutions by X-ray Diffraction 

Measurements“(Poster) 

15th International Conference on the Physics and Chemistry of Ice (PCI-2023) 2023 年 9 月 7 日 Institute of Low 

Temperature Science, Hokkaido University 

2. Taisei Ishiyama, Kaito Sasaki, Yosuke Okamura, Rio Kita, Naoki Shinyashiki, Hong Zhang, Per B. Zetterlund 

“Thermophysical Properties of Polystyrene (PS)-Polybutyl Methacrylate (PBMA) Multiblock Copolymers“ 

The 9th International Discussion Meeting on Relaxations in Complex Systems (9IDMRCS) 2023 年 8 月 17 日 

Chiba, Japan, Institute for Solid State Physics, The University of Tokyo, Japan 

3. Yuka Arai, Masanobu Takatsuka, Kaito Sasaki, Rio Kita and Naoki Shinyashiki, “Dielectric Relaxations of Polymer 

and Water in Aqueous Solutions of Poly (vinyl methyl ether) as a polymer with a Low Glass Transition 

Temperature“(Poster) 

The 9th International Discussion Meeting on Relaxations in Complex Systems (9IDMRCS), Institute for Solid 

State Physics, 2023 年 8 月 17 日 

4. Naoki Shinyashiki, Tatsuya Tsukahara, Yuka Arai, Kaito Sasaki, Rio Kita, Shin Yagihara, Vijayakumar Balachandar, 

Rathinasabapathy Sampathkumar 
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“Dielectric relaxations of ice and uncrystallized water in water mixtures of bovine serum albumin, gelatin, and 

polymers“(Invited) 

The 9th International Discussion Meeting on Relaxations in Complex Systems (9IDMRCS) 2023 年 8 月 17 日 

Chiba, Japan, Institute for Solid State Physics, The University of Tokyo, Japan 

5. Shin Yagihara, Kaito Sasaki, Rio Kita, Naoki Shinyashiki, 

“Analytical approach to spatial distribution of hydrogen bond networks using relaxation parameters obtained 

from dielectric measurements“(Invited) 

The 9th International Discussion Meeting on Relaxations in Complex Systems (9IDMRCS) 2023 年 8 月 16 日 

Chiba, Japan, Institute for Solid State Physics, The University of Tokyo, Japan 

6. Rio Kita, Kaito Sasaki, Naoki Shinyashiki, Shin Yagihara 

“Ludwig-Soret effect of poly(N-isopropylacrylamide) [PNIPAM] in aqueous and non-aqueous solvents“(Invited) 

The 9th International Discussion Meeting on Relaxations in Complex Systems (9IDMRCS) 2023 年 8 月 14 日 

Chiba, Japan, Institute for Solid State Physics, The University of Tokyo, Japan  

7. Yuka Arai, Risa Otagiri, Kaito Sasaki, Rio Kita, Takeru Ito, Yoshiki Oda and Naoki Shinyashiki “Concentration-

Cooling Rate Map of Ice Crystal Structures in Poly Vinyl Pyrrolidone Water Mixtures Studied by X-ray 

Diffraction“(Poster) 

The 13th SPSJ International Polymer Conference (IPC2023), The Society Polymer Science, 2023 年 7 月 20 日 

8. 前田秀一，“加飾技術から加飾科学まで” , 日本技術士会近畿本部化学部会講演会, 近畿富山会館ビ

ル, 2023 年 12 月 9 日 
 

＜医理工融合メディカル研究チーム＞ 

1. 秦野伸二（2023）FTLD-ALS 疾患スペクトラムにおけるオートファジー・エンドリソソーム分解系の異常. 日本

神経学会、難治性神経疾患基礎研究支援事業シンポジウム脳神経内科ウェブセミナー（October 9）.（招待講

演） 

 

＜分野融合ヘルスケア研究チーム＞ 

1. 中川草, “大規模塩基配列データ解析による RNA ウイルス研究 - 新型コロナウイルスを含めて”, 日本薬学

会第 144 年会, 横浜, 3/30, 2024 

2. 中川草, “RNA ウイルスの多様性と進化 〜新型ウイルスのこれからについても〜” , 国循スコレー vol. 08、

吹田、大阪 12/20, 2023. 

3. 中川草, “新型コロナウイルスのゲノム情報解析に関する諸問題” , 東北大学 実践データ駆動科学オンライン

セミナー 第 19 回、オンライン、11/39, 2023. 

4. 中川草, “大規模塩基配列が明らかにする RNA ウイルスの多様性と進化”, 第 27 回日本神経感染症学会総

会・学術大会 基礎医学講演、横浜、神奈川、10/14, 2023. 

5. Nakagawa, S., “Microbial genome analyses using mass nucleotide sequencing data”, IDEC seminar No. 32/PHIS 

Webinar No. 18, Hiroshima University, Higashi-Hiroshima, Hiroshima. 10/5, 2023. 

6. C. elegans の寿命を指標とした機能性食品の探索：健康寿命への展望 
日本農芸化学会 2024 年度大会 BBB 連携シンポジウム 4SBB26a-01 東京 2024 年 3 月

【招待講演等】つづき  
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27 日発表予定 
 

＜文理融合アート・サイエンス研究チーム＞ 

1. 山花京子 講演会 「古代エジプトのトト神信仰－クラウドファンディングによる文化財の調査と修復」、学

校法人東海大学望星学塾主催の望星ゼミナール・エジプト文明シリーズ 2023.09.29 および 2023.10.13

の２回 

2. 山花京子 「東海大学の古代エジプト研究－文理融合研究」、東海大学宇宙と地下からのメッセージ２0２

３、東海大学情報技術センター主催 宇宙考古学セミナー、2023.12.16 

3. Naoki Shinyashiki, Tatsuya Tsukahara, Yuka Arai, Kaito Sasaki, Rio Kita, Shin Yagihara, Vijayakumar Balachandar, 

Rathinasabapathy Sampathkumar, “Dielectric relaxations of ice and uncrystallized water in water mixtures of 

bovine serum albumin, gelatin, and polymers“ (Invited), The 9th International Discussion Meeting on Relaxations 

in Complex Systems (9IDMRCS) 2023年 8月 17日 Chiba, Japan, Institute for Solid State Physics, The University 

of Tokyo, Japan 

4. Shin Yagihara, Kaito Sasaki, Rio Kita, Naoki Shinyashiki, “Analytical approach to spatial distribution of hydrogen 

bond networks using relaxation parameters obtained from dielectric measurements“ (Invited), The 9th International 

Discussion Meeting on Relaxations in Complex Systems (9IDMRCS) 2023 年 8 月 16 日 Chiba, Japan, Institute 

for Solid State Physics, The University of Tokyo, Japan 

5. Rio Kita, Kaito Sasaki, Naoki Shinyashiki, Shin Yagihara, “Ludwig-Soret effect of poly(N-isopropylacrylamide) 

[PNIPAM] in aqueous and non-aqueous solvents“ (Invited), The 9th International Discussion Meeting on 

Relaxations in Complex Systems (9IDMRCS) 2023 年 8 月 14 日 Chiba, Japan, Institute for Solid State Physics, 

The University of Tokyo, Japan 

 

 

【国際会議発表】 

＜医理工融合マテリアル研究チーム＞ 

1. 発表者 Shinich Koguchi 
タイトル Ionic Liquid Supported Organotelluride 
会議名 International Conference on Chemistry and Material Sciences 2023 (IC2MS) 
発表日 2023 年 10 月 12 日 
（インドネシア マンガブサール） 

2. 発表者 Shinich Koguchi 
タイトル Recyclable Environmentally Friendly Ionic Liquid Supported Organotelluride 

 Oxidation Catalyst 
会議名 4th International Conference on Catalysis & Chemical Engineering 
発表日 2023 年 6 月 22 日 

（スペイン バレンシア） 
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＜医理工融合エンジニアリング研究チーム＞ 

1.  Chiali Nakamura, Sara Kitamura, Shuichi Maeda, “Synthesis of Antimony Doped Tin Oxide 
Ink and Addition of Invisible Information in Color Design”, Proceedings of the International 
Display Workshops, 30, 893-896, Niigata, December 6-8 (2023). 

2. Hiromasa Ohsuka, Shuichi Maeda, “Preparation of Invisible QR Code using Achromatic Colors 
by Thin Film Interference”, The 8th IIEEJ International Conference on Image Electronics and 
Visual Computing, paper60, Tainan, March 11-14 (2024). 

3. Yuka Arai, Risa Otagiri, Kaito Sasaki, Rio Kita, Takeru Ito, Yoshiki Oda and Naoki Shinyashiki, “Study of 

Concentration-Cooling Rate Map of Ice in Aqueous Polymer Solutions by X-ray Diffraction Measurements“, 15th 

International Conference on the Physics and Chemistry of Ice (PCI-2023) 2023 年 9 月 7 日 Institute of Low 

Temperature Science, Hokkaido University 

4. Taisei Ishiyama, Kaito Sasaki, Yosuke Okamura, Rio Kita, Naoki Shinyashiki, Hong Zhang, Per B. Zetterlund, 

“Thermophysical Properties of Polystyrene (PS)-Polybutyl Methacrylate (PBMA) Multiblock Copolymers“, The 

9th International Discussion Meeting on Relaxations in Complex Systems (9IDMRCS) 2023 年 8 月 17 日 Chiba, 

Japan, Institute for Solid State Physics, The University of Tokyo, Japan 

5. Yuka Arai, Masanobu Takatsuka, Kaito Sasaki, Rio Kita and Naoki Shinyashiki, “Dielectric Relaxations of Polymer 

and Water in Aqueous Solutions of Poly (vinyl methyl ether) as a polymer with a Low Glass Transition 

Temperature“, The 9th International Discussion Meeting on Relaxations in Complex Systems (9IDMRCS), Institute 

for Solid State Physics, 2023 年 8 月 17 日 

6. Yuka Arai, Risa Otagiri, Kaito Sasaki, Rio Kita, Takeru Ito, Yoshiki Oda and Naoki Shinyashiki “Concentration-

Cooling Rate Map of Ice Crystal Structures in Poly Vinyl Pyrrolidone Water Mixtures Studied by X-ray Diffraction“, 

The 13th SPSJ International Polymer Conference (IPC2023), The Society Polymer Science, 2023 年 7 月 20 日 

 

＜分野融合ヘルスケア研究チーム＞ 

1. Nakagawa, S., “Bioinformatics pipeline for nanopore sequencing data analyses for infectious diseases”, ASEAN-

Japan Consortium on Nanopore and Emerging Technologies, Bangkok, Thailand. 2/27, 2024. 

2. Nakagawa, S., “Diversity and dynamic evolution of RNA viruses revealed by massive nucleotide sequence data”, 

Taiwan Society of Evolution and Computational Biology, National Tsing Hua University, Hsinchu, Taiwan. 6/9, 

2023. 

3. タイトル：Programmed Cell Death Impaired in a C. elegans Short-lived Mutant Induces 
Recovery of Lifespan and Hypokinesia   
発表者：Sumino Yanase*, Michiyo Suzuki, Kayo Yasuda, Naoaki Ishii3 
会議名：24th International C. elegans Conference 
発表日：2023 年 6 月 24 日 イギリス 

4. Serizawa, S. and Hadano, S. (2023) Clinical care practices for amyotrophic lateral sclerosis patients in Japan during 

the coronavirus disease pandemic 2019: Current and future issues. 26th East Asia Forum of Nursing Scholars 

(EAFONS), Tokyo, Japan (March 10-11). 

5. Nakashima, Y., Hibi, T., Urakami, M., Hoshino, M., Onuki, K., Fukuchi, Y., Morii, T., Sugawa, H., Katsuta, N., 

Tominaga, Y., Yasuda, S., Nagai, R., Otomo, A., Hadano, S., Imai, S., and Kinoshita, H. (2023) Improvement of 

48



 
 

 
 

 

cognitive function by soymilk yogurt using Pediococcus pentosaceus TOKAI 759m in high-fat diet mice. 3rd Food 

Chemistry Conference, Dresden, Germany (October 10-12). 

6. Serizawa, S. and Hadano, S. (2023) Clinical care practices for amyotrophic lateral sclerosis patients in Japan during 

the coronavirus disease pandemic 2019: Current and future issues. 34th International Symposium on ALS/MND, 

Basel, Switzerland (December 4-6). 

 

 

＜文理融合アート・サイエンス研究チーム＞ 

1. Yuka Arai, Risa Otagiri, Kaito Sasaki, Rio Kita, Takeru Ito, Yoshiki Oda and Naoki Shinyashiki, “Study of 

Concentration-Cooling Rate Map of Ice in Aqueous Polymer Solutions by X-ray Diffraction Measurements“, 15th 

International Conference on the Physics and Chemistry of Ice (PCI-2023) 2023 年 9 月 7 日 Institute of Low 

Temperature Science, Hokkaido University 

2. Taisei Ishiyama, Kaito Sasaki, Yosuke Okamura, Rio Kita, Naoki Shinyashiki, Hong Zhang, Per B. Zetterlund, 

“Thermophysical Properties of Polystyrene (PS)-Polybutyl Methacrylate (PBMA) Multiblock Copolymers“, The 

9th International Discussion Meeting on Relaxations in Complex Systems (9IDMRCS) 2023 年 8 月 17 日 Chiba, 

Japan, Institute for Solid State Physics, The University of Tokyo, Japan 

3. Yuka Arai, Masanobu Takatsuka, Kaito Sasaki, Rio Kita and Naoki Shinyashiki, “Dielectric Relaxations of Polymer 

and Water in Aqueous Solutions of Poly (vinyl methyl ether) as a polymer with a Low Glass Transition 

Temperature“, The 9th International Discussion Meeting on Relaxations in Complex Systems (9IDMRCS), Institute 

for Solid State Physics, 2023 年 8 月 17 日 

4. Yuka Arai, Risa Otagiri, Kaito Sasaki, Rio Kita, Takeru Ito, Yoshiki Oda and Naoki Shinyashiki “Concentration-

Cooling Rate Map of Ice Crystal Structures in Poly Vinyl Pyrrolidone Water Mixtures Studied by X-ray Diffraction“, 

The 13th SPSJ International Polymer Conference (IPC2023), The Society Polymer Science, 2023 年 7 月 20 日 

5. 吉田晃章 

2023年 10月 7日「メキシコ西部の埋葬文化と古代アンデスの笛吹きボトル伝統―文明間の交流を巡る

事例として―」（2023 年度文明学会研究大会） 

6. 吉田晃章,鶴見英成,真世土マウ 

2023年 10月 30 日「日本における笛吹きボトルの最前線 ―笛吹きボトルの構造研究と音響解析―」

カカオとアンデス文明のゆりかご エクアドル考古学の最前線（岡山大学文明動態学研究所、BIZEN 中

南米美術館）オンライン 

7. 吉田晃章,喜多理王,鶴見英成,真世土マウ,粟野若枝,石山泰成,渡邉廉,加賀美祐介 

2023年 12月 3日「笛吹きボトル土器の音響解析―模型を用いた実験成果の概要」（古代アメリカ学会 

第 28 回研究大会） 

8. 吉田晃章,喜多理王,鶴見英成,真世土マウ,粟野若枝,石山泰成,渡邉廉,加賀美祐介 

2024年 3月 1日「古代アンデス笛吹きボトルの音響解析」（出ユーラシアの統合的人類史学第 10回全

体会議）プロジェクト内部 Slack ポスター発表 

9. 田中彰吾,山花京子,吉田晃章 

2024年 3月 8日「東海大学所蔵文化財の活用のための基盤整備」（東海大学研究 DAY） 
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10. 博物館展示 

４/１-5/24 松前記念館『古代アンデスの音とカタチー先端科学で解き明かす東海大学コレクション

ー』※昨年度からの引き続き 

９/13-11/5 倉敷考古館『音の造形ー古代アンデスの笛吹きボトルー』 

３/30 横浜市立歴史博物館『君も今日から考古学者！』 

注）チーム毎の業績をリスト化したため、チーム間共同研究の成果は重複して掲載されています. 

 

【受賞等】 

＜医理工融合エンジニアリング研究チーム＞ 

1. 中村知亜梨，前田秀一，日本画像学会研究奨励賞，“近赤外光で検知されるアンチモンドープ酸化

スズの合成とその不可視材料として応用”, Imaging Conference Japan 23, 2023 年 6 月 30 日（受

賞者 中村知亜梨） 
2. Chiali Nakamura, Sara Kitamura, Shuichi Maeda, Best Student Paper Award, “Synthesis of 

Antimony Doped Tin Oxide Ink and Addition of Invisible Information in Color Design”, 
International Display Workshops, December 8 (2023)（winner Chiali Nakamura） 

3. Hiromasa Ohsuka, Shuichi Maeda, Excellent Paper Award, “Preparation of Invisible QR Code 
using Achromatic Colors by Thin Film Interference”, International Conference on Image 
Electronics and Visual Computing, March 14 (2024) （winner Hiromasa Ohsuka） 

 

＜分野融合ヘルスケア研究チーム＞ 

1. 中川草, 日本遺伝学会 奨励賞, 2023 年 7 月 
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【特許など知的財産権】 

1. 登録になった特許と意匠 

 
発明者・創作
者（所員） 

名称 登録番号 登録日 
出願人 

特許 
国内登録 

岡村陽介 
喜多理王 
木村啓志 

観察試料用被覆具、被覆具包装体及び観察試
料の被覆方法 

7406829 2023/12/20 

学校法人東海大学 

槌谷和義 
穿刺針 7408113 2023/12/22 
学校法人東海大学 

窪田紘明 
方法およびパンチ 7418008 2024/1/11 
学校法人東海大学 

意匠 
国内登録 

木村啓志 
榛葉健汰 

試料検査インサート用ブロック 1763900 2024/2/9 
学校法人東海大学 

木村啓志 
榛葉健汰 

試料検査インサート用ブロック 1763930 2024/2/9 
学校法人東海大学 

 

2. 出願した特許と意匠 

 特許（国内）出願   5件 

 外国/PCT出願     2件 

 意匠（国内）出願  10件 
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【獲得研究費】  

１．科学研究費助成事業 

科研費 60,380,000 円 （2023 年度に直接＋間接、代表として受け入れた金額）  

 

 
＜医理工融合マテリアル研究チーム＞ 

 

氏名   種別 研究課題名 
研究期間（年度） 

開始 終了 

岡村 陽介 代表 
挑戦的研究

（萌芽） 

新溶媒としての液化ガスを利用した生分解性ナノ

薄膜スプレー法の確立と医用展開 
2021 2023 

樺山 一哉 代表 
挑戦的研究

（萌芽） 

糖鎖-ガレクチン相互作用による膜タンパク質動

態制御機構の解明 
2022 2023 

樺山 一哉 代表 基盤 B 
新規ワクチンアジュバント探索を志向した TLR4

の細胞内動態解析システムの構築 
2021 2023 

樺山 一哉 分担 基盤 B 
金ナノ粒子を核としたアルファ線による新しい悪

性腫瘍治療法の開発 
2023 2026 

樺山 一哉 分担 基盤 B 
超音波アクチュエーション技術を用いた細胞組織

形成によるスフェロイドの機能性向上 
2022 2024 

樺山 一哉 分担 基盤 B 
異分野連携によるα線核医学治療の効果予測に

向けた線量評価システムの開発 
2021 2025 

樺山 一哉 分担 基盤 S 
合成糖鎖と糖鎖再構築モデルによる糖鎖機能の

解析と免疫制御 
2020 2024 

小口 真一 分担 基盤 C 
無機-有機ハイブリッド結晶の精密構造制御によ

る革新的プロトン伝導体の創出 
2021 2023 

冨田 恒之 代表 基盤 C 
酸化物母体フォノンを活用する赤および近赤外

発光アップコンバージョン蛍光体 
2021 2023 
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＜医理工融合エンジニアリング研究チーム＞ 

氏名   種別 研究課題名 
研究期間（年度） 

開始 終了 

槌谷 和義 代表 基盤 B 
皮膚貼付型リアルタイム・ストレス・センサシステ

ムの構築 
2022 2026 

槌谷 和義 代表 
特別研究員

奨励費 

2D-MoS2 含有眼科診断セルフパワーインテリジ

ェントコンタクトレンズの設計開発 
2022 2023 

落合 成行 代表 基盤 C 
自己組織化アルゴリズムを活用した新しい気体

軸受構造の創成 
2020 2023 

落合 成行 分担 基盤 C 
低エネルギーでの微粒化制御による排ガス中の

NOx 低減/CO2 吸収・回収方法 
2021 2023 

新屋敷 直

木 
代表 基盤 C 

氷結水溶液中の氷の誘電緩和の動的階層構造

と水和 
2022 2025 

福田 紘大 分担 基盤 C 
結石軌道シミュレーションを用いた新規結石形成

リスク分類法・予防法の実現 
2023 2025 

砂見 雄太 代表 基盤 C 
脳波計を用いたナノシートの摩擦・摩耗特性と触

覚記憶の関係解明 
2020 2023 

窪田 紘明 代表 基盤 C 
フレキシブル板厚制御鋼管を用いた衝突変形部

材の開発 
2023 2025 

 

 

＜医理工融合メディカル研究チーム＞ 

氏名   種別 研究課題名 
研究期間（年度） 

開始 終了 

木村 啓志 分担 基盤 A 
精子幹細胞の細胞周期の特性と制御メカニズム

の解明 
2023 2025 

木村 啓志 分担 基盤 C 
結石軌道シミュレーションを用いた新規結石形成

リスク分類法・予防法の実現 
2023 2025 

木村 啓志 分担 基盤 B 
細胞成熟化と管腔誘導により生体内精子形成を

再現する精巣オルガノイド培養系の開発 
2021 2024 

木村 啓志 分担 基盤 B 
一次繊毛を介した新規腎尿細管恒常性維持機構

とそれに基づく腎線維化機序の解明 
2021 2023 

腰本 裕之 代表 基盤 C 
パンデミック発生時における開放特許制度の法

的枠組み及び制度設計の構築 
2023 2026 

秦野 伸二

（分担：木村
代表 

挑戦的研究

（萌芽） 

新規血液脳関門透過性調節印紙に着眼した革

新的脳内薬物デリバリー法の開発 
2020 2022 
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啓志、大友

麻子） 

三橋 弘明 代表 基盤 C 
DUX4 による非コード DNA の転写活性化の病理

的意義の研究 
2021 2023 

三橋 弘明 分担 基盤 C 
DUX4 パラログの機能解明と顔面肩甲上腕型筋

ジストロフィーの治療法開発 
2023 2025 

三橋 弘明 分担 基盤 C 
神経筋シナプス制御機構における生理活性脂質

の役割 
2021 2024 

大友 麻子 代表 基盤 C 
生理的機能を有する ALS 細胞モデルの構築とそ

の病態解析 
2022 2024 

大友 麻子 分担 基盤 B 
ヒト骨格筋オルガノイドを活用した低酸素依存性

マイオカインの網羅的探索と評価 
2023 2027 

福田 篤 代表 基盤 A 
ヒト幹細胞とゲノム・エピゲノム編集による初期発

生原理の統合的理解 
2023 2026 

福田 篤 代表 
挑戦的研究

（萌芽） 

ヒト iPS/ES 細胞を用いたゲノム脆弱性変異リス

クの pseudo-score 化 
2022 2024 

福田 篤 分担 基盤 A 
生命発動と器官発生・制御に関わるヒト受精胚分

子機序の解明 
2020 2023 

 

＜分野融合ヘルスケア研究チーム＞ 

氏名   種別 研究課題名 
研究期間（年度） 

開始 終了 

中川 草 分担 基盤 C 
DUX4 パラログの機能解明と顔面肩甲上腕型筋

ジストロフィーの治療法開発 
2023 2025 

池内 眞弓 代表 基盤 C 
高齢者の社会活動参加の仕組み構築および社

会活動参加による健康度への効果検証 
2020 2023 

池内 眞弓 分担 基盤 C 
簡易型睡眠認知行動療法が産後の夫婦の抑う

つを予防する効果：ランダム化比較試験 
2022 2025 

池内 眞弓 分担 基盤 C 
簡易型認知行動療法プログラムの生活習慣改善

への効果検証 
2017 2023 

宮沢 正樹 代表 基盤 C 
鉄代謝因子阻害薬による革新的がん治療法の開

発 
2023 2025 

佐々木 海

渡 
代表 若手研究 

希薄な水溶液のガラス転移およびポリアモルフィ

ック転移と分子運動に関する研究 
2023 2025 
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＜文理融合アート・サイエンス研究チーム＞ 

氏名   種別 研究課題名 
研究期間（年度） 

開始 終了 

葛巻 徹（分

担：喜多理

王、住吉秀

明） 

代表 基盤 B 
多段リング状に構造化した脂肪由来幹細胞積層

体からの腱・靱帯様組織形成技術の開発 
2023 2025 

吉田 晃章 代表 新学術 
笛吹ボトルの構造研究と音響解析から探る古代

アンデスの水に関わる世界観 
2022 2023 

 

＜総合研究機構プロジェクト研究チーム 1＞ 

氏名   種別 研究課題名 
研究期間（年度） 

開始 終了 

住吉 秀明 代表 基盤 C 
細胞生着を促進する再生促進薬を用いた人工物

埋め込み型新規再生医療技術の開発 
2021 2023 

住吉 秀明 分担 基盤 B 
肝星細胞の脱活性化に基づく線維肝の修復機構

の解明と再生治療戦略 
2021 2023 

花井 潮 代表 若手研究 
細胞生着を促進する組織再現人工真皮による皮

膚再生医療技術の開発 
2023 2025 

今川 孝太

郎 
代表 基盤 C 

慢性創傷と NETs 発現の関連の解明と NETs を

ターゲットにした新規治療の開発 
2021 2023 

 

＜総合研究機構プロジェクト研究チーム 2＞ 

氏名   種別 研究課題名 
研究期間（年度） 

開始 終了 

永田 栄一

郎 
代表 基盤 C 脳腸相関におけるイノシトール・ポリリン酸の役割 2022 2024 

永田 栄一

郎 
分担 基盤 C 

再生アソシエイト細胞静注による認知症治療法

の開発 
2022 2024 

永田 栄一

郎 
分担 基盤 C 

フレイル予防を目的としたバランス障害のバイオ

マーカーの探索と新規治療法開発 
2022 2024 

 

＜総合研究機構プロジェクト研究チーム 3＞ 

氏名   種別 研究課題名 
研究期間（年度） 

開始 終了 

大塚 正人 代表 基盤 B 
イントロンの改変による遺伝子発現制御系の確

立と糖尿病関連遺伝子機能解析への応用 
2021 2024 
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大塚 正人 代表 
挑戦的研究

（萌芽） 

内在性分子で構築されたウイルス様粒子による

細胞間 mRNA 転送の特性の解明と応用 
2023 2025 

大塚 正人 分担 基盤 B 
臓器・細胞選択的 in vivo ゲノム編集による難治

癌の遺伝子治療法開発 
2023 2023 

大塚 正人 分担 
挑戦的研究

（萌芽） 

Osteomacs/骨髄幹細胞関連による骨配向性低

下がもたらす口腔疾患慢性・難治性機構解明 
2023 2025 

大塚 正人 分担 基盤 B 
マクロファージのヒエラルキー決定による MRONJ

病因解明と新規治療法開発基盤構築 
2022 2025 

大塚 正人 分担 基盤 B 
THA ラットから展開する低濃度化学物質暴露の

革新的次世代影響評価ツールの確立 
2022 2023 

大塚 正人 分担 基盤 B 
老化による心筋症変異ゲノム編集マウスの分泌

小胞における全遺伝子解明 
2021 2023 
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２．その他競争的資金(委託研究、共同研究、特別学術研究など) 

競争的研究費 174,258,021 円 （科研費以外） 

 
 件数 金額（円） 

＜医理工融合マテリアル研究チーム＞ 7 24,950,000 円 

＜医理工融合エンジニアリング研究チーム＞ 43 79,461,922 円 

 

＜医理工融合メディカル研究チーム＞ 

 

13 67,199,999 円 

 

＜分野融合ヘルスケア研究チーム＞ 

 

1 1,084,100 円 

＜文理融合アート・サイエンス研究チーム＞ 

 

3 1,562,000 円 

合計 67 174,258,021 円 

 

【報道発表等】 

9. 山花京子 NHK 総合 「チコちゃんに叱られる」 ２０２３．０７．０７放送 『なぜ世界遺産を

決めるようになった？』 資料提供 
10. 山花京子 TBS 「世界ふしぎ発見！」 2023.07.08 「世界遺産 誕生の秘密」への番組構成及

び資料提供 
11. 岡村陽介 研究紹介動画 「未来の極薄絆創膏～高分子ナノ薄膜の設計と医用展開～」 

【最先端研究紹介】2 次元高分子ナノ材料の創製と医工学応用 (youtube.com) 
 https://www.youtube.com/watch?v=JzKlgx27iek 

12. 中川草 研究紹介動画 ～遺伝情報を元に病気や環境を診る～ 
【東海大学最先端研究紹介】大規模塩基配列情報を活用したウイルスから哺乳類までの比較ゲノ

ム解析 (youtube.com) 
https://www.youtube.com/watch?v=TR_C06DGCAY 

13. 木村啓志 研究紹介動画 ～マイクロ・ナノデバイス技術で未来の医療とバイオをデザイン～ 
 【東海大学最先端研究紹介】医療・創薬のための生体模倣システムの開発 
(youtube.com) 

https://www.youtube.com/watch?v=0ee2ecnIPiU 
14. 冨田恒之 研究紹介動画 【理学部教授の挑戦】光を操る無機化学者 

【理学部教授の挑戦】光を操る無機化学者 (youtube.com) 
https://www.youtube.com/watch?v=yJ0geOkmqwE 
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	1．緒言
	トリチウムは水素の放射性同位体であり，水素と化学的性質が非常に近いため，多核種除去設備による分離が困難となっている．トリチウムと水の分離方法の候補はいくつか挙げられ，例として水素を添加した酸化マンガン(PMOS)粉末による分離方法(1)などがあるが，現時点ではいずれの方法も実用化が困難である．そこで当研究グループではルードヴィッヒ・ソレー効果を利用した混合流体分離デバイスの確立を目指して研究を行ってきた．ルードヴィッヒ・ソレー効果とは流路内に安定した温度勾配を与えることによって，内部の混合流体が...
	2．大容量分離デバイスver.2023
	大容量分離デバイスver.2023は，ver.2022の上下層流路を，回収口がデバイスの中心に設置される形状に変更した．これにより，デバイス内部を流れる流体を分岐部分から回収口へと均一な流速で送液できることが期待できる．ver.2022とver.2023の流路形状をFig.1に示す．
	Fig.1 Flow channel geometry model of large capacity separation device ver.2022 and ver.2023.



